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動くことをIMAさせる英語lliI詞群の意味分析

伊滕幸

はじめに

物〕M1学的に言えば，物体は，何の灸'１|:しなければ，惇lＩしているか，一定速

度でliI逃するかである。視覚的動物である人１１１１にとって，後者に１１２葱がｌｆｌくの

は，当然なことであろう。１１常LlirIIiにおいても，視覚に訴えるのは動いている

ものである。

その大小，速庇等は，ク〔Ⅱ党|{|来る純'１１１内でなげＩＬぱいけないし，適1(rもある。

動き１１'す，あるいは体I|:する瞬illlが１１ｔ要で，部分的であっても繊返される1lil)ざ

や，全休にかかわるような!liljき，Ⅲifに協動がfIkいＩ§視されあだろう。

また，人lll]の活1ｌｉｌｌにおいても，ノ&考や言語行11tIよりも肉体行1Iillが，それ御｜

的を持った移Jil1が砿視されることは，「ＤＯに瀞ﾘ|される」遂行・成就等にかか

わる11肋詞脈の意味分ｲ)｢において指摘した通りである。更に，それは「I小手．

足を)Ｍ１させる」、１１詞桝の表わす雄|<的所('|:．!ｉｉｌ１('|首等にjll,|を発することは筒う

までもなく，特に『足』がかかわる。

木稲では，以｣:のような視点から，妥当と思われるので人'''1に関する移励を

,'１心に考察するが，『足Ｊの背後，あるいは廷｣〔線上に↓lえ|恩れする|りi片的怠

味場を統合することにもなる。しかし，移動だけを|ﾘj砿に分離するのは|ｲｨ雌jfk

ので，移助につながって行くとか，匹敵するとか，fiil分的ｊｌｌｌｌざであっても，全

体にかかわるような「動くこと」も分析する。

一概に当てはまらないけれど，まず，このような移動uiliiのiiiなる繰返しの

多い肋きを『反復Ｊとして，次に，111心となる，これも反復行動が多い『移勅』

を，更に，ｌ]的を持った秘11M)，つまり『進行』を，順次，hll禦的な表｣〕Aも交え

考察・分ＩＩＬ『まとめ』たい。

静｣Iしているものでも「1肋くことを述想させる」なら，対象として，かまわ

ないだろう。しかし，うねった川や起伏のあるjUiiii，更に，人ｌｌＩｊの身体をllllげ

た姿勢神，真irIぐ，あるいは平らな状態から動いたと見て，同列に扱うことも
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あるようだが，別途に扱うぺきであろう。また，気体や液体の移動に関しては，

個体との頻似・平行を｣iLて取れるけれど，ここでは，例ﾀﾄ的言及は別として，

考察しないことを『はじめに」述べておく。

似反

上述の，『移動』と『反復』の関係のように，肺止しているものと動いてい

るものの境界も定かでない。「微動だにしない」ことは，助くことを表わす舷

も包括的なＭＯＶＥというよりもＳＴＩＲあるいはＢＵＤＧＥを否定すること

で表わされる。「微動」を強調しているのであろう。

＜ＴＷＩＳＴ・ＳＨＡＫＥ・ＪＥＲＫ＞子供にジッとしているように指示しても，

直に，ソワソワ，モジモジやり'1}す。落粁きのない人の意もあるＦＩＤＧＥＴが

適用される。セカセカすることにもなるか。力ⅡえてＷＩＧＧＬＥは部分的に，く

ねらす動きをも表わす。ＷＲＩＧＧＬＥになると，のたくることも意味し『移動Ｊ

へとつながって行く。|ﾉｲ象にＷ(r)igglerはボウフラの意である。ＳＱＵＩＲＭも

同義である。泥沼にはまって，進もうにも進めず，腕くのはＦＬＯＵＮＤＥＲで

ある。WRIＴＨＥは苦悩で身ＩＭＩえることである。抽象的な怠の力が強いか。逆

に，喜んで転げ回るのはＷＡＬＬＯＷであり，動物の泥浴，砂浴を考えれば良

い。ＷＥＬＴＥＲも，ほぼlil義である。ｕ｣芝，身を}反ったり捻るＴＷＩＳＴの要

素を含んでいないだろうか。

一方，大人でも動かないよう精神集ｌｌ１すると，緊張で，ｌji《雛や充('|=を起しか

ねない。ＴＷＩＴＣＨが適川される。状況によっては，意識して１１１１さえても，身

震いすることになるかもしれない。最も一般的な語はＳＨＡＫＥであり，意図

的な振動も意味し，手なら握手，頭なら否定を表わす。寒さを含め，感情的な

ことでの身震いはＴＲＥＭｌｌＬＥに代表されるが，これも他の広い意を持つ。

どちらかと言えば瞬時で，小刻みなのはＳＩＩＩＶＥＲであり，より大きいのは

ＳＨＵＤＤＥＲである。更に，典恋しての小刻承なＱＵＩＶＥＲは，楽器の弦の慶

動を，より大きなＱＵＡＫＥは，地震を述想させる。ついでながらＶＩＢＲＡＴＥ

は，どちらかと言えば物Jl1的に見た場合の腱勅であろうか。

これらの急激な動きにはＪＥＲＫの要素が含まれていないだろうか。囚糸に

ｋｎｅｅｊｅｒｋは，脚気をゑる膝反４１のことであり，痙轍の意もある。更に，口語

的な（physical）jerksは巡助・体操の窓で，つながりとして一連の表現が挙

げられる。
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＜I)ＵＣＫ･ＪＵＭＩ,.ＲＯＭＩ'＞急激にnliをリ|っ込めるの｛よＢＯＢである。釣

の浮きの水iiiiでの動きをﾗﾉﾂﾞえれば良いか。Ｉｌｌｉをllllげての女･Ｉﾉ|【の会釈curts(c)ｙ

の意もある。ついでながら,あのホーマーも１１ｹにはするというコックリはＮＯＤ

である。アヒルが繰返しlJiを水ini下にWｹﾞらせるＩ)ｕｃＫは，ボクシングで，イ|｜

手のゾ'`ウをよけるべく，竹をすくめて姿勢を低くすることにも通)Ⅱされる。

一般的に，体を交わすのはドッヂボールのＤＯＩ)ＧＥである(1)。

動物，特に馬に関しても挙げられる。iiiimで地面を撒くのはＰＡＷである。

後)１１で立ち上がるのはＲＥＡＲであり，逆に後)１１を蹴り」§げるのはＰＬＵＮＧＥ

である。ｉｌＩｌｊ者の述統であるとも考えられる鵬IM1は，馬術でI､IjllI1的にＣＵＲＶＥＴ

と呼ばれる。更に，その述統，踊り跳ねて進むのはＰＲＡＮＣＥである。つい

でながら，狼や兎など，（）)つくりと跳ＩＭＬながら走るのはＬＯＰＥである。

ここまで来ると，別MM1全般について述べる必要があろう。数lJ11述統はもとよ

り，－１１Ｊ１だけでも『移動』であると解釈されることもあろう。肢も一般的な語

はＪＵＭＰであり，ピクッとすることも愈味する。ｊｕｍｌ)ｃｒは蚤などの跳ねる

虫の窓もある。競技としても存在するが，」:下，左右，１１１１後だけでなく，飛び

越えることもある。その際の跳躍やｌｌｌｉ難の大きさを強調しているのがＬＥＡＰ

であろうか。そこで向こう１m』ずにやるのはまずい。Ｉｅ(,l)(rogは子供の遊び，

馬とびのことである。１cal)ｃｒには跳ねる.11;の窓もある。ＳＰＲＩＮＧは跳腿のilii

泉であるバネをiiii調しているか。ｓｌ〕rinRI)oHlr(|を考えれば良い。ＶＡＵＬＴは

支えを(|”て飛び越えることで，競技の|ｲｉｉＩ９ｌｉ跳びにも過)'１される。wlultinR

IlorHcIよ(ｲS操)'１兵の跳.M;である。

）１．足あるいはiiI1j足揃えて怖く行なうのは１１()１，であZ,。述統的な場合が多い。

片ﾉＩｌｌＩＯＰの左右述統と詩って良いのがＳＫＩl）で，I1liわれない)|･足は，その

度，抜かされた感じがするか。縄飛びの窓i()ある。watcrskiI）はアメソボの

意である。ＢＯＵＮＤはｉｉｉｉｔ『ように進むことで，ポールがIli(なことに代表され

るＢＯＵＮＣＥ，ＲＥＢＯＵＮＤの意も含む。

動物の話に戻ると，４$に犬や猫がじぺ,れるのも，つながりとして記せる。主

に犬に関してＦＡＷＮが準げられゐ。ついでながらFuGをl1liるＷＡＧを挙げ

ておこう。力Ⅱえて，はしぺ,ぎlnlることも窓味するＦＲＩＳＫ，ＣＡＰＥＲは，動物

だけでなく子供も連想させる。更に，T･供や二｢･羊を連想させるＧＡＭＢＯＬは，

ときに，跳びｌｎ１り，戯れることまでも窓味する(2)。ここで，これらに惚けるT・

供の意もあるＲＯＭＰを総括的に挙げておきたい。クルクル'四1るバトソトゥソ
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フーのＴＷＩＲＬや，色をあるだろうがＤＡＮＣＥｉＭ１ｌ１ｌＩⅡとして，つけDllえられ

るだろうか。やはり，子供や小勅物を述刈させるＳＣＡＭPER嫁上り|Ⅱ1ること

なので，つけ力Ⅱえておきたい。

既に，『移動』ではないか，とも考えられるが，まだ，狭い空'''1しか思い浮

かばない。以｣Z，どちらかと言えば生身の「動くこと」は，contortionistに

よって全て減じられ，つまりＣＯＮＴＯＲＴによって再び総括されるように1,1Ａ

われるが，どうであろうか。ｌｘ－１､･は，より物〕lll的にとらえた「動くこと」を考

察する。

＜ＳＷＩＮＧ･ＲＯＩ｣･ＴＵＲＮ＞二極間を揺れ動くことは，専ｌｊ１的にＯＳCIL．

LＡＴＥと呼ばれる。とは言え，振子のllMjきば，ブランコの意もあるＳＷＩＮＧ

であろう。軸や文点のある助きである。swilIg(-ing）ｄｏｏｒを考えるのも良い。

身近かでは，腕なりの振り，勢いのある(''１びやかた動きにも適用される。つい

でながら,腕を｣:げて振ればＷＡＶＥである。11illlがあっても，もともと不安定な

ものが振れたり，揺れたりするのはＳＷＡＹである。炎などの揺れはＷＡＶＥＲ

である(3)。揺りiiiのような捕れはＲＯＣＫでありrockingcl〕airを考えれば

良いか。舟などの職揺れ・縦摘ればＲＯＬＬ・ＰＩＴＣＩＩである。度を越せば倒れ，

転がることになる。

倒れることをi)iii調した表1Mtある。ぐらついて倒れるのはＴＯＩ)PLEであり，

ＴＩＰはひつくり返ることである。舟の転慨のような動きには(ＯＶＥＲ-)ＴＵＲＮ，

CAPSIZEなどが適川される。力ⅡえてＩ〈ＥＥＬには牢(ilの意もある。倒れ，そ

して転がるＴＵＭＢＬＥには，とんぼ返りの意もある。風に吹かれて転がる大

きな毛玉のようなｔｕｍｌ)Iewecdを考えれば良いか。球状，Ｆ]筒状のものは転

がり易いが，それを強調す〉}しば，」主述のＲＯＩ↓となる。rollerは''１筒である。

ドアの開閉の際，動きはＳＷＩＮＧで形繰されたとしても，ドア|:|身，方向

転換ＴＵＲＮをしていることになる。（qY1かであっても，｜Ⅱ|転ドアのようにグル

グル('ﾘ周してもかまわない。１１１１紙して|Ｍ１〈橘の形容に(`)，ＳＷＩＮＧと競合して

IIli1llされるＳＷＩＶＥＬが，lul1l砿椅子の形瀞にも使われる。機描の''１１Mmか。コマ

のような速いlnl'ｈｉはＳＰＩＮである。１１{輪も然りであるが(`)，視点によっては，

前述のＲＯＬＬ，ＴＵＲＮが適川されることがわかる。ｌＬｌら軸を持つ１回|極は，鄭

''１l的にＲＯＴＡＴＥとも呼ばれる。代表的には，地球の'1転を考えれば良い。

暖味に同義として適用さ’}しるＲＥＶＯＬＶＥは(`)，地球の公転を表わし，正lWii

には，その物Ｍ'に軸を持たない，遠心力と求心力にかかわる軌道lnl転である。
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ついでながら螺旋運動はＧＹＲＡＴＥであるが，itlulすることでもある。更に，

風や水によるか，渦巻くのはＷＨＩＲＬである。急激な助ぎをも意味するが，

〃ｉＵ１１に渦を生じさせることになるからであろうか。これらにもＴＵＲＮが，時

にはＳＷＩＮＧも適用されることがわかる。

移 動

既に，移動の意を持つ表現を，いくつか説DIの妥当性も考慮しつつ言及した

けれど，ここでは逆に，移動の意を持たない表現を，いくつか言及するやも知

れない。人間の移動は，主に二足歩行によるが，それが可能かどうかの幼児を

考えるまでもなく，それ以前の移動行為も存在することがわかる。

＜ＣＲＡＷＬ・ＴＯＤＤＬＥ・SIlUFFLE＞泳ぐこと全般は後述するとして，

泳法のひとつでもあるＣＲＡＷＬは，本来，這うことである。足のない蛇や虫

を述想させるが，ノロノロ進むことになる。crawlersは赤ちゃんの「はいは

い静」も意味する(7)。ＣＲＥＥＰｉｌ)，ほぼ同義である。こちらは足のある虫や爬

虫賦を連想させるが，ハコノロの他，知らない'111の移1,11も意味する。

知らない問の移動は，滑らかな表iniを滑るＳＬＩＤＥにつながる。摩擦が少な

いことを暗示する。遊び)ＩＭＬの》１０)り台を考えれば良いか。地滑りや雪崩れにも，

ほぼ同義とされるＳＬＩＰと共に週)Ｉ)される。本来，iiij者は意図的で，後者は

弾糸を１１簡示する。バナナの皮を踏んだ場合を考えれば災いか。覚えたことなら

ば，忘れ去られることになる。ついでながらSIDESLIPとも言える横滑りの

ＳＫＩＤを挙げておく。ｊｌｒのスリップを連想させるが，スキーのう初歩的ターンは，

これに頼る。更に，流れるように，摩擦がゼロといった感じがＧＬＩＤＥである。

洲走・柵空の意で，空を飛ぶRIi(Ierを考えれば良い。逆に摩擦の大きいのは

SLITIIERで，ズルズルと，より大きな音や取さを感じさせる。

やっと歩けるようになった幼児はto(Idlerであり，ヨチヨチ歩くのはＴＯＤ‐

ＤＬＥである。アヒルのように，短足か，太ってか，ヨクヨク歩くのはＷＡＤ‐

l)ＬＥである。足腰が弱いことを１１%示するのはＴＯＴＴＥＲであり，より抽象的

になるか。何らかの事情でヨ'コヨい歩くこともあるだろう。まずはＳＴＡＧＧＥＲ，

ＲＥＥＬが挙げられる。とぎに，’1や頭もグラグラすることを意味する。ＦＡＬ‐

ＴＥＲは足だけでなく，ときに,'二lがためらうことも意味する。更にＳＴＵＭＢＬＥ

も同義であるが，踏み誤って賦〈，’伝ぶの意もある。1脈|凡な足取りで歩いたり

踊ったりのＴＲＩＰも，足が軽くなるにしても急ならば，転んでしまうことに
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tなる。

辿/1(しい歩`次は，｜碓伐や陣害で)|･足をリ|きずるＬＩＭＰにつながる。かろう

じて動いたり，徐行の窓もある。Ｍ;のiii１足を縛って歩かせば，どうなるだろう

か。ＨＯＢＢＬＥが週)'1される。癖なのか，意図的なのか，ノilを引きずって歩け

ば靴や↓|ﾐが擦れる。ＳＣＵＦＦが連想させてくれる。ダンスのすり足を含め，

トランプを切る状況に灯i似しているのだろうかＳＩＩＵＦＦＬＥも適11Ｉされ｛ＩＩＬる。

ＴＲＡＩＬも然りであり，ノ｢』ノ｢j歩くことも窓味するが，足をﾘ|きずることで

大地に跡を残し，〕ii[をも残すことになる。

＜ＷＡＬＫ・ＴＲＥＡＩ）・ＳＴＥＰ＞ところで，Hfともな歩行は，蘭うまでもな

くＷＡＬＫであり，二)11を交互に便１１Ｉすることを意味する股も包括的な表現で

ある。その都度，）|･)'Lに，しっかり体inを乗せ，lIiliZAつけることを強調する表

ULが,いくつかある。ＷｉみｉＩＩ１けこと，更に,道を作ることにもなるのがＴＲＥＡＤ

である。水１１１でなら立泳ぎとなる。ＴＲＡＭＰＬＥ,ＳＴＡＭＰ,ＳＴＵＭＰ,Ｔｌ)ＡＭＰ

などは，踏糸つけるﾉ111:fがｌＩｌｌこえてきそうである。後二者は，疲れてしまって

トポトポ歩くこと:MHUI《する。その亜い足取りをilili調しているのがＴＲＵＤＧＥ

である。ＰＬＯI）も然りであるが，更にゆっくりとして重いか。ついでながら，

姿勢にも通)l1されゐが，i11iかが象で歩くのはＳＬＯＵＣｌｌである。

踏みつけるよりも，ハブ1Aを||}すこと，つまりilf1j足の|)'１きを強調する表ｌＭもあ

る。歩il111も１１l来るし，ノ1A取りも，これで決まる。ｊｌ;ｉｌＷＷＡＬＫということにな

ろうか。片足を一歩||}すだけにも通)11されるＳＴＥＰは，包括的で，Witfこと

を附示するﾉIL1･了や足跡の窓もある。歩帆の広さ，つJ上り大股を強調し，跡ぐこ

とにも適１１１されるＳ'1,RII〕Ｅは，大手をﾙﾐってillI歩することにもなる。’１１１嫌な

ＳＴＡＬＫは，威股って歩くことにもなるし，」A力によっては，こっそり歩く

ことにi()なる。ついでながら，爪先での抜きﾉﾋﾞ差し)１１はＴＩＰＴＯ１ｉである。

ｓＴＲＵＴ,ＳＷＡＧ(iliI《は知取ったり威破ったりで,そっくり返って歩くことで

ある(8)。歩調が縦っている」:に堂だとしているのがＭＡＲＣＨであり，ＰＡＣＥ

(よ，ゆっくり行き来することで，歩調に注意が|(ﾘけられる。

このように二足をＩｌｌえれば，lMiに足を１１Ｉして歩くＳＩＤＬＥも11I来る(，)。人

Allｌしず，こっそり移りbすることをも意味する。ノヒの(Iﾙﾌﾟﾉはﾘﾉl示されないが，

ＳＬＩＮＫ，ＳＮＥＡＫ,ＳＴＥＡＬも，ほぼ同範として，ここに記しておこう。抽象

(1りであるということか。一ﾉﾉ，小股でﾂｰ:,コヅ．:１．助くことtlI1来る。Ｔ･供や

小動物を連想させるＳＣＵＲＲＹ，ＳＣＵＴＴＬＥを挙げておこう。小走りと言っ
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て災いだろうか。

＜ＲＵＮ・ＦＬＹ・ＳＷＩＭ＞肢lil，絶えず，どちらかの足が体１Kを支えては

おらず，かわるがわる空中に蹴り('0)出すＲＵＮである。既述の跳IVHに，つな

がって行く。ところで，ゆっくり，乱れず，着実に走るのはＪＯＧである。逆

に，鏡走のように先を争って急ぐのはＲＡＣＥであり，薊ｊＩ１ｉｊ的な短距離走も含

め，全ﾉj疾走はＳＰＲＩＮＴである。ＤＡＳＨも然りである。ますます抽象的に

なるが，突進するＲＵＳＨも挙げておこう。同様にＤＡＲＴ,ＳＩ－ＩＯＯＴ,ＢＯＬＴ

は，それそｊＬ矢，柚，リ１Ｍ九稲妻のように疾走することである('１)。ついでなが

らＺＯＯＭは速い移動を１１舟示する音を強調している。

ここでもまた，‘M;に言及せざるを得ない。馬の足の動きは，A1;術で専''１|的に

ＷＡＬＫ，ＡＭＢＬＥ，ＴＲＯＴ，ＣＡＮＴＥＲ，ＧＡＬＬＯＰとり1砿に分煎されている。

それぞれ記救順に，並足いわば正常歩，緩やかな側対歩(12),だく）11あるいは速

歩，緩い駆け足，襲歩いわば駆け足，と説明される。

蹴り｣1げられた身体が空１１１にある時間が多ければ，より速い走行がTlI能とな

るか。飛ぶように走るのはＦＬＹで，馬なら「天馬，空を行く」といった風情

となる。しかし，本来は鳥や蝶が空を飛ぶことであり，人|M]なら飛行機等によ

ることになる。ここで，人間のLIi活領域を越えた空Ｉ'１での移吻に移ろう。

どちらかと言えば一iII1線に真上の空に向かって飛ぶのはＳＯＡＲである。つ

いでながら，そびえ立つことも意味する。鳥ならば，かなりの羽ばたきを感じ

させるけれど，蝶の羽や花びら等も含めＦＬＵＴＴＥＲが適川される。ＦＬＡＰ

も同義であるが，ラllf二｢の椛快さを感じるか。羽そのものを強調すればＷＩＮＧ

となろう。軽くスイスイ飛びＩｌｊ１るのはＦＬＩＴである。羽を広げたまま，瓜に

乗ってf＃空するのは，ルC述したグライダーのＧＬＩＤＥである。

低空飛行で地iiIiや水iiiを，すれすれに，かすめ飛ぶのはＳＫＩＭであるが，

水上を跳ねて進む快速ポートなどにも適用される。海陸iil1j1l1のホヴァークラフ

トを連想させるが，花の蜜や，獲物を狙って空中に停止しているかのように舞

うのがＨＯＶＥＲである。近辺を旋回，排掴することにもなる。ヘリコプター

の特徴ある動きではないだろうか。ついでながら，そのまま，１１(下の投物に襲

い掛かるのはＳＷＯＯＰであり，そして，急に飛び立つのはFLUSllである。

水などがドッと流れ111ることには関係ないのだろうか。

川，湖，海なども人'''1の生活領域を越えている，と言っても2)ｉほどではない。

水上生活者を考えるまでもないし，空は飛べなくても水'１１は泳げる。その前に，
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水があっても浅ければ，’１１１１週なく移動できる。ＷＡＩ)Ｅが適川される。１１i:には

`|･}折って進むことになろう。｜人１糸にｗａ(lerは沙禽)IJiの偽をいう。

水が深い場合は，（((のように泳がざるを１１)ない。ＳＷＩＭが適川されるが,浮

いていることや，満らかなlljIきtI1ii示する。煙Ⅱlillllなら水['１でも泳げるけ」しど，

呼吸のため，水｣:に浮く必要がある。浮き(袋)の窓もあるＦＬＯＡＴが適川さ

れる。l1oatingl)ri(|ｇｏを瀞えj}しば災いか。水_'1飛行機も述想させる。空にポ

ッカリ浮かぶ翌，史に，その｣:を歩くような､｣１１きにも適川される。浮いている

だけでなく漂うことをlli1ii1MしているＤＲｌＦＴは，Ｍ【氷や流木を考えれば良いか。

水上だけでなく，空のMML雲，Ｍ(`によって吹き洲った雪などにも適川され｛<|Lろ。

ゆっくりであれ，流れを'１(示している。ついでながら，空'|'に漂う香や蛾には

ＷＡＦＴが適川される。

浮かなければ１１ｔ力で沈んでしまう。ＳＩＮI〈が適川される。アクアラングを他

１１ＩしてのスキンダイヴィングにはＳＷＩＭも通)'１されるが,本来,満水は、ＩＶＥ

である。水泳競技のｊｌｉ込j1Aにも適川されるが，飛行機の急降下をも意味するよ

うに，水に飛込まなくても良い。スカイダイヴィソグである。ついでながら，

既述のｌ〕ＬＵＮＧＥは水しぶきを｣宝げて飛込むことでもあり，飛込欺台の趣も

ある。↑ｌｆが優先するＰＬ()I）は，水の跳ねる塗が少ないことをＩ断示するか。

行i１ｌｉ 

どんな移釛であれ，！恐らく，１１的(地）を持っているだろう。ここでは，そ

のことを話題とする。『反復』『iZ助』は，いくら統行しても良いし，瞬時でも

かまわない。『巡行』は多少なりとも過秘が存ｲl;する。そこで，乗物による移

1lilﾉはｒ進行』と解釈１１l来る。一応，休勢を縦えてではないだろうか。凹みに，

膝や腕をllllげ，『ＷＬを(''1ぱすのはＦＬＥＸである。

＜ＳＴＡＲＴ・ＡＲＲＩＶＩｉ・VISIT＞「反復』『移皿lﾉ』災に乗物を含め，ｊＩｉ－，

１１８台どちらであれ，移1Iijの|)'１姉にかかわる表現が，いくつかある。股も包)i1i的

な表現は，１１}発するＳＴＡＲＴである。エソジソなど機械の始動も意味する。

その場を離れることをi)ji調するＬＥＡＶＥや，Zliに列1{〔の111発を述lU1させる

I)EＰＡＲＴもある。一ﾉﾉ，［1的地に到蒜するのは，手がliilいたり，平に入れる

ことを'１%示するＡＲＲＩＶＥ，ＲＥＡＣＨ，（ｌｌ９Ｔなどである。

一般的に言って，采物に来ることは''１発を，降りることは到着を激味する。

馬や'２１転車などに乗るのはＭＯＵＮＴで，バスや列I|[などにはＢＯＡＲＤも通
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川される。ノi}や飛行機などにはＥＭＢＡＲＫである。

乗物全般，特に`M3やI|〔に乗って行くことはＲＩＤＥである。采物lLl身の移動

は別であるが，それらしきものが，レール，波，瓜などに乗ることも意味する。

/i}に乗って行くこと，及び，舟が行くのはＳＡＩＬであるが，帆を利川したもの

だけではない。liI様に飛行機の場合はＦＬＹである。これらは，ときに，操縦

することをも恋味するが，そのことをｌｌ１ｌ示する表現もある。

自動nlfのjiU1紙はＤＲＩＶＥであるが，馬車を駆ることにもなる。しかし本来，

機械や動物を駆ることなので乗物全般に適用され〈()る。ＳＴＥＥＲは舵を取るこ

とで，特に海を述想させるが，Ilrや飛行機にも適用される。ＮＡＶＩＧＡＴＥは

航海・航空における操縦を11/ら意味するが，それに近い状ｉｌ,lならばJ|〔にも通111

される。ついでながらWl1で漕ぐのはＯＡＲ，ＲＯＷなどである(１３)。［I転I|〔はサ

イクリングのＣＹＣＬＥである。

乗物から降りることには，まず，ＡＬＩＧＨＴが適川されるが，本来，商い所

から降りることなので，飛行機の着陸も意味する。ＬＡＮＤも|可栽であるが，

海に接する陸には川も蒜〈。ＤＩＳＭＯＵＮＴ，ＤＩＳＥＮＢＡＲＩ〈は，｜||光の際の

DIS．なしの表汎と意味的にも対となる。時には'二ｌ的地に関係ないことかも知

れない。

ｕ｣1，Ｉ１的(地）に対して，徒歩の場合もあるだろうが，）lL物でなのか，illlr

在でなのか，訪''１ＩするのはVISITである。楽しい場所なので{Ｉ１ｌＨｉとなく〕、う

のはＲＥＳＯＲＴであり，しばしばＩＩｌ入りするのはＦＲＥＱＵＥＮＴであり，激

度が多過ぎて仇j久諦いているかのようなＨＡＵＮＴもある。状況によっては旅

行のＴＲＡＶＥＬ，ＪＯＵＲＮＥＹ，更に，周遊といった感じのＴＯＵＲなども適

川されるか(]I)。』時殊なＴＲＩ;I〈には移化の意も力llわる。`ＭRどの季節的秒(1;は

ＭＩＧＲＡＴＥである('６)。

＜ＧＯ・ＰＡＳＳ・ＦＯＬＬＯＷ＞力向，距離'11]わず，位llYiが変われば，当ﾉﾉか

らはＧＯ，光力にとってはＣＯＭＥ，動いていれば，どのＩ藤''１１もＭＯＶＥ，行程

はＴＲＡＶＥＬである。ここで，移動過程を話題にして老･え直す必要はないだ

ろうか。そ;}し[|身，Ｉ１的(地）である可能性がある。

途'|'の地域を話題にすれば，横I|ｿiしたことにはならないか。′l､ＲＡＶＥＲＳＥ

が適)１１される。ＣＲＯＳＳも通１１}されるが，本来，十字を述想させ，対象の場所

は帯状，線状のことが多く，交差することを'1断示する。ついでながら，どこか

を越えれば他の地域・空間に入ることになりＥＮＴＥＲとなる。岐も一般的な
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jIH過のｌ〕ＡＳＳｌｌ〕通)ｌ１さＩＬるが，イ)iiらを〕in過するだけで充分であり，史に先へ

進むことを暗示する。対触は不j1bの場所や物だけでなく，移動しているもので

もかまわない。以上，どの到諦，〕１１週を話Ｍ１}にしても，それ以前に，近づく

ＡＰＰＲＯＡＣＩＩが(lきものであることを)〔i記して>1.こう。

ここで，移動しているもので，特にilⅡluiとなる離れて行く場合を話題にI('|え

て考えてみよう(!`)。〕雌て行く，付いて行くことになればＦＯＬＬＯＷが適川

される。鬼ゴッニ1にはUll係ないのだろうか１，Ａ(；の他，ＴＲＡＩＬも挙げられる。

逃げて行くのをliliえようと追跡することになればＣＩｌＡＳＥである。ほぼ|｢Ｉ我

のＩｌＵＮＴも挙げられるが，狩る怠の力がilii1いたろうか。より抽象的になるが

ＰＵＲＳＵＥも挙げておこう。

ところで，たまたまllliiｶﾞﾄが後になったこともＦ()ＬLOWは意味するが，ｊｌ１

い掛け，追い付くのは（)ＶＥＲＴＡＩ〈E，（)ＶＥＲＩｌＡＵＬである。ときに，追い越

すことも意味する。追い越して光源することになればＬＥＡＤが通)'１される('7)。

IIEＡＩ）も，ほぼｌＴＩｊ態となるか。ｌ)ＲＥＣＥＩ)１$も然りであるが，これもまた，た

またま先行していることも意味する。

どちらかと言えば後から付いて行く感じがするが，本来，iii後どちらでもか

まわない同行を考えてみよう。肢も一般的な語はＡＣＣＯＭＰＡＮＹであろう。

ESCＯＲＴは|『ijnして舟伽jすることであり，ＡＴＴＥＮＤはlUX話するために卜|ぎ

添うことか。よりｌ１Ｉ１象的となる。

＜ＡＩ)ＶＡＮＣＥ･ＲＥ'1,ＵＲＮ･ＷＡＮＤＥＲ＞ｌｌ的(地）を'１差して絶えず移助

したとしても，ir1逃することは少ない。全般的ﾉﾉｌｆ１ｌとして，そちらをlf1いてiiiｌ

逃することになる。少し文iiN的かＡＤＶＡＮＣＥ,ＰＲＯＣＥＥＩ),Ｉ)ＲＯＧＲＩＳＳＳが

鵬げられる゜Ｉ}'1象的な恋がin（いか。

意図した方向ではなく，急にlf1きを変え,それて行くこともあろう｡ＳＷＥＲＶＥ，

ＶＥＥＲ，ＳＨＥＥＲなどが)i(iげられる。一般的には，Ｍ【述のＴＵＲＮが適川され

るが，急転同をﾘﾘi調すればＲＯＵＮＤであろうか。１Wbなど，追跡を交わすべく

逆走するのはＤＯＵＢＬＥである。ＺＩＧＺＡ(}，ＤＥＴＯＵＲどころか，戻って来

てしまうＲＥＴＵＲＮということになる。ついでながらＣＩＲＣＬＥ，ＣＩＲＣＵ‐

ＬＡＴＥ，ＣＯＭＰＡＳＳなどは，きれいなlulをｌ１ｌｉかないまでも，一度は戻って来

ることを暗示する。

やって来た行胴,}をリ|き返すのはＲＥＴＲＡＣＥである。Ｒｌ２ＶＥＲＳＥは－だの

軌跡を逆戻りすることである。ＲＥＴＲＯＧＲＥＳＳ,ＲＥＴＲＯＧＲＡＤＥ,ＲＥＧＲＥＳＳ
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は逆戻りでも，よりｌ１Ｉ１象的か。ついでながらＲＥＴＲＥＡＴ，RECＥＤＥは退い

たり立去ることである。

場所によっては，放力に逆らって，よじI茂ることもあろう。絶蛾や木などに

CLIMBが通１１１されるが，さほど急でない''1や｣fなども対象となる。ＣＬＡＭ‐

BER，ＳＣＲＡＭＢＬＥ,ＳＣＡＬＥなども挙げられ，それなりの途１１１の努力を連想

させる。ASCＥＮＤは高い位IVtに移動したﾊ'i采を強調しているか。既述した

ＭＯＵＮＴも然りか。ＲＩＳＥはii.｛iくそびえる形状にも通)Ⅱされ，どこからの_ヒ

ゲｌなのかに注意をｌｒりけさせる。

降りるにしても，しっかりつかまっていないと落ちてしまうことになる。ど

ちらかと言えば，ＤＲＯＰはどこから落ちるか，ＦＡＬＬはどこへ落ちるかを強

調してはいないか。後者は倒れる，転ぶの窓がiMiいか。それぞれ水を，それも

落下するfI：と流れを巡想させる。水'１１だけでなく，ゆっくり沈むのは，既述し

たＳＩＮＫである。下降した#IIi采を強調するのはＤＥＳＣＥＮＤであろう。

このように見て来ると，［Ｉ的(地）を失っても，歩くこと，あるいは移動す

ることl２１身は楽しめる。瞬時の女(llIliらしの散歩であったり，歩くだけでなく，

來物を利)Ⅱしての，より}111象的な旅行，没遊鯆であったり，｜Ｈ１述する表DJを最

後に挙げておこう。肢も包括｢lりな語はＷＡＮＤＥＲである。jiiに迷ったり，意

図的にそれたり，ぶらつき，さまよい歩くことである。ＲＡＭＢＬＥはツルパラ

の如くl1llllに，とりとめもなくハLを(''1ぱすことである。ＲＯＡＭも然り，あて

もなくｲﾙiijlすることである。大枠の|｣的はあってのこと，ある範ｌｌｌｌＩﾉlを移動す

るといった趣のＲＡＮＧＥ，ＲＯＶＩＢもある。そ」しそjLrallger，lall(ｌｒｏｖｅｒを

考えて兄れぱ良いか。ＳＴＲＡＹは迷える羊など家帝を連想させ，はぐれ肴，宿

なしの葱もある。ＳＴＲＯＬＬも，ほぼ同義か。Ｍrollerには旅役者や，ベピー

カーの窓もある。記さなかったものも含めて，．cｒはどれも，121111奔放な放浪

者の意を持つ。決った行隈や11的を持つことにi11らされて来た，とは言え，文

1ﾘＩ化された人たにも，まだ，’''''1を唖する放浪ｌｌｉｆは残っているのではないだろ

うか。

１ｋとめ

「動くこと」ｌｆｌ身は視覚に訴えるのでII1解し易いはずなのだが，該当する一

語に付された意味内容は，子ill'１に反して複雑で，ｌ翅1がつかないこともある。

多義語であると解釈１１{来る私!，まとまりを几いI|}せないわけでもなく，また，
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共休的な意味が，比I楡も含め，’111象的な怠味へと移行する場合もある。イI珠と

いうわけでもなく，他とのつながりを兇いⅡ'せないまま，取込めずにili1れてし

まった語もある。それらに'１Mしては，別の機会に誠るとして，ここでは「動く

こと」の延長線上に乗るだろうと思われる，いくつかの窓味場を概括しておく。

移jM1する際，桃えている物を話題にすると，また，一巡の動詞が浮び｣:がる。

人の手を介しての物の移励へとつながる。更に所ｲ丁の概念が絡象，充I】〔という

ことが力Ⅱわると，物の授受にかかわる意味場が兄えて来る。一方，物を「1,1か

すこと」は，視党に訴える多搬な物理的変化をAllい起させ，いくつかのl1ilTiIiか

らHinM1されるであろう，いくつかの意味場を矛illIさせる。

ところで，木稲で扱って来た「動くこと」の下位範腿jの'''1には，つながりや

jIi極が兇いI}|されることは篇うまでもない。いくつかの１１k大延長は，より強く

つながり，別の怠味場を見せてくれる。身腱いは，ひるむことにつながり，考

えがliiHL動き，足や｢1だけでなく行動も，ためらうことになる。グズグズする

こともあろう。近づかないで通過して，避けたり，人知れず逃げ１１}すのも良か

ろう。どこかに隠れるつもりか。さまよい歩かないまでも，のらくら，なまけ

ることにつながる。そっくり返って歩いて，これjiLよがしに，優越を衿派する

こととは正反対の力lfilを|/,Iいている意味場でああ。

また，子供の遊び，巡llM)，競技などに関する一)111の言及が多かったことに気

づく。これらも，ひとつのまとまった意味場を形成すると考えられるが，水稲

の分析のｉ１ｌｉ強のためにも，そのiiMiIfにはりUDI（がそそられる。これもまた，yllの

機会に譲ることにしよう。

注

１１１１象的な恋の「〃tける」につながって行く。「非好恵的lNl係を述iu1させあ」jlll制

11Fの下位範1Ｗである。

｢いちゃつく」「擦り寄る」などといった力1(Ｉへつながって行かないか。

｢よろめく」「ためらう」「卿路する」といった力向へつながるか。

I〕ＩＶＯＴも使われる。これはバスケットボールやスキーの方向転換にも適川され

る。

そのものズバリのＷｌｌＥＥＬは，どちらかとfi､えば，ｌｉｉ１縁の意よりもｌｆｌきを変え

る，旋回するといった感じである。

｣2述の回転1Fアはrcvolvi11g〔loorであり，１回1転椅子はｒ〔wolvingclMlirとも表
現される。リボルバーを秒えるのも良いか。

既述したＲＯＭＰに対応するｒｏｍｌ)ｅｒｓｔｌｉ１雑でああ。

｢誇る」「ｎ世する」等につながって行く。
SIDEＳＴＥＰと肴い換えられそうであるが，これは，ボクシングなどで「よける」

（１） 

（２） 

（３） 

(４） 

（５） 

(６） 

Ｊ
Ｊ
Ｊ
 

７
８
９
 

く
く
く
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ことである。左右，上下の迷いはあれ，既述のＤＵＣＫと比較されたい。

KICI〈はill後１１Ｉ係によっては「走る」のではなくて「うろつく」の恋を排つこと

がある。

よりｊ１１Ｉ象的な，一般的行動における，速度にかかわる表､lにつながる。
IlC述したＰＡＣＥにも側対歩の恋がある。

]Wl1l的になるだろうが，多様な）}1の種類に対応するほどの，ilk当するj1i1l詞爽Ｊ１が

存在するようだ。

繁雑になるだけなので詳細は示さないが，ＷＡＬＫを初めとして，水稲で扱って

いる動詞の中には「旅行」の意を持つものが多い。

リ|越しはＭＯＶＥ，ＲＥＭＯＶＥなどである。ついでながらＥＭＩＧＲＡＴＥ・ＩＭＭI‐

ＧＲＡＴＥは「移民する」ことであるが，後述するＧＯ・ＣＯＭＥの対立を述iU1さ

･せるｏ

近づく場合は，「Uij笑」は別として，「行き迷う」「擦れ述う」場合が'１１１皿となろ

うが，上述のＣＲＯＳＳが適川され得る。

j１１，蚊的な意味の「先導する」ことにつながり，」勇述した「ﾙﾋﾞを取る」ことも含め

｢ＤＯに誘ﾘ|される」助詞11ﾄﾞのうち，人ＩＨＩ関係に側する下位範IMlに凪する。

(1の

(11） 

(12） 

(13） 

(14） 

(１５） 

(16） 

(17） 
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